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はじめに：持続可能性が試される時代

•絶えまい紛争と対立（宗教対立、民族紛争等）

•顕在化する環境問題（気候変動、生物多様性、海洋問題等）

•苛烈化する自然災害（地震・津波、台風、風水害、旱魃等）

•グローバル化と自国主義（難民・外国人労働者と保護主義）

•経済的格差の拡大（一部の富裕層が、大多数の富を掌握）

•科学技術の進歩と社会構造の変革（AIの台頭、Society 5.0）

•急激に進む少子高齢化（人口減少、労働力の不足等）

•衰退する地方・地域（消滅自治体、施設・学校の統廃合等）

⇨+世界的なコロナウィルスの感染拡大（COVID-19） 2



自然の災害の多発化、激甚化（災害リスクの増加）
災害列島日本で，いま安全な場所があるのか？

紀伊半島豪雨2011年9月 広島土石流2014年8月

＜東日本大震災後の日本の主な災害＞

国土交通省

国土交通省

国土交通省国土交通省

国土地理院

九州北部豪雨災害2017年7月



自然の災害の広域化（災害リスクの広域化）

これまでの想定が通じるのか？～災害の甚大化・広域化

北海道胆振東部地震（2018年9月）西日本豪雨災害（2018年7月）

出典：読売新聞出典：共同通信社



コロナウィルス感染状況（国内）

•厚生労働省発表（国内発生状況） •発生状況（12月17日0:00現在） 5



コロナウィルス感染状況（海外）

6
出典：外務省HPより



「ＥＳＤ」とは何か？：ＥＳＤ国内実施計画より

ＥＳＤに関するグローバル・アクション・プログラム実施計画 2016年3月 ESDに関する関係省庁連絡会議決定

•ESDとは？
「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ，Education for Sustainable 
Development）」は、人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保で
きるよう、気候変動、生物多様性の喪失、資源の枯渇、貧困の拡大等、人
類の開発活動に起因する現代社会における様々な問題を、各人が自らの問
題として主体的に捉え、身近なところから取り組むことで、それらの問題
の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらし、もって持続可
能な社会を実現していくことを目指して行う学習・教育活動である。（中
略）

（持続可能な開発）を行う社会を実現するためには、すべての人が、人と
人、人と社会、そして人と自然とのつながりを理解しようと努め、上記に
掲げた様々な問題を解決するためにはどのような取組が必要かを自ら考え
るような視点を身に付け、行動を起こすことが必要である。



ESDの新たな潮流
～ESD for 2030～

「誰も置き去りにしない」世界をめざして
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ESD（教育）とSDGs（開発）との関係
国連持続可能な開発のための取り組み

1992年 リオデジャネイロ・地球サミット「アジェンダ21」・・・・・・

2000年 国連ミレニアム・サミット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「国連ミレニアム宣言」をもとにMDGsが策定

2002年 ヨハネスブルクサミットで我が国がDESDを提案

2002年 国連決議（第57回総会）

・2005～2014年の10年をDESD、ユネスコを主導機関

2005年 DESD国際実施計画をユネスコにて策定・・・・・・・・・

2009年 ESD世界会議（ボン）・ボン宣言の採択

2014年 ESDに関するユネスコ世界会議（名古屋市／岡山市）

「グローバル・アクション・プログラム（ＧＡＰ）」・・・・・・・

2015年 持続可能な開発サミット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の採択

2019年 「ESD: Towards achieving the SDGs」の採択・・・・・・ESD for 2030

MDGs
ESD

SDGs

DESD

GAP
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2015年持続可能な開発サミット（2015年9月25日）

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」採択

持続可能な開発目標（SDGs）の実施

10

“No one will be left behind”

「誰も置き去りにしない」

../../Videos/①誰も置き去りにしない.mp4


2015-2030持続可能な開発目標SDGｓ：１７の目標と１６９のターゲット

国連・持続可能な開発目標（SDGs）

教育を通じて、
持続可能な開発
を促進するため
に必要な知識及
び技能を習得で
きるようにする

目標4 . 「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」
4.7 「2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的文
化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者
が、持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるようにする。」 11



SDGsの全ての目標達成に貢献するESD

ESD：Towards achieving the SDGs（ESD for 2030)

Source By Japanese National Commission for UNESCO
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Source By  UNESCO

Education is at the heart of the 2030 Agenda for Sustainable Development 

essential for the success of all SDGs



ポストGAP: ESD for 2030

ESD: Towards achieving the SDGs (ESD for 2030)

SUMMARY

• Pursuant to 204 EX/Decision 28, the 
Director-General submits a proposal 
for a draft framework, entitled 
Education for Sustainable 
Development: Towards achieving the 
SDGs (ESD for 2030), as a ten-year 
follow-up to the Global Action 
Programme on Education for 
Sustainable Development (2015-2019).

目標（Goal of ESD for 2030）＜仮訳＞

• SDG 4の不可欠な要素であり、他のす
べてのSDGsの重要なイネーブラーであ
るESDの重要性の高まりに対応して、
2030年のESDの全体的な目的は、17の
SDGsの達成を通じて、より公正で持
続可能な世界を構築すること。

• 2030年のESDは、すべてのSDGsへの
ESDの貢献を強化することを提案。

•特にSDG 4の支援に焦点を当てて–教育
2030アジェンダは、人類の生存と繁栄
への学習コンテンツの貢献をより重視。

13

EDUCATION FOR SUSTAINABLE 
DEVELOPMENT BEYOND 2019



ESD for 2030の実施枠組
ESD for 2030 ロードマップ概要と重点実施施策

14出典：持続可能な開発のための教育円卓会議2020資料



ユネスコ活動の活性化について（建議１）
日本ユネスコ国内委員会 令和元年10月18日

1. SDGs達成に向けた、持続可能な開発のための教育（ESD）の推進における主導的
な役割の維持

• ESD推進のための新たな枠組みである「持続可能な開発のための教育：SDGs達成
に向けて（ESD for 2030）」が本年秋に採択されることを契機に、ESD提唱国にふさ
わしい国内外のユネスコ活動の充実を図ること。

• その際、SDGs策定後のESDについて（中略）、SDGsに関する知識を広めるのみな
らず、「持続可能な社会の創り手」として必要な力を育むというESDの考え方をわ

かりやすく整理して共有すること。また、教育関係者のみならず、民間も含めた多
様なステークホルダーが連携し推進できるよう、本建議5に提言するプラット
フォームの活用を図ること。あわせて、ESDの拠点であるユネスコスクールが活動

の質を高め、その成果を普及することができるよう、指導の工夫・改善や国内外の
ネットワークづくりを支援すること。

• 国際協力にあたっては、（中略）、また、国内の教育活動と国際協力の成果が往
還するよう努めること。 （※一部抜粋） 15



ユネスコ活動の活性化について（建議４，５）
日本ユネスコ国内委員会 令和元年10月18日

4.ユネスコ活動のメリットを生かした地域創生や多文化共生社会の構築

ユネスコが登録・認定を行う世界遺産、無形文化遺産、生物圏保存地域
（エコパーク）、世界ジオパーク、創造都市ネットワーク等については、多
様な文化が地域創生の資源となるよう、持続可能な地域づくりという観点か
ら教育や観光等に積極的に活用することを後押しし、好事例の展開を図るこ
と。（後略）

5.多様なステークホルダーの連携を深める戦略的なプラットフォームの構築

SDGsの達成に向けて積極的に取り組むユースや地方自治体、NPO、民間企

業等とともに、地域の課題解決につながるユネスコ活動の更なる充実や、活
動成果の国内外への戦略的発信、国内のユネスコ活動と国際協力の成果の往
還等を促進するため、世代や地域を越えて多様なステークホルダーが連携し、
ユネスコ活動の未来を共創するプラットフォームの構築を図ること。
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ESD for 2030の
とらえ方・考え方

ESDとSDGsの関係性と相乗効果

17



ESD for 2030の捉え方・考え方

SDGsのESD推進への３つの効用

•自分たちのESDの様々な活動が、国際的に整理された目標である

SDGsの各目標にどのように貢献しているのかを考える

1. SDGsによって自分自身のESDの活動に新たな意義や価値付けを

行うことであり、ESDの目標を明確化する方法の一つ

2. SDGsは人類共通のグローバル目標であり、それを意識してESD

の活動に取り組むことは、地域に根差した身近な活動が世界につ

ながることであり、地球規模の課題解決に貢献

3. この自覚と誇りをもって、学校や地域で、SDGsを見据えながら

足元の課題解決を大事に、ESDを推進していくことへの道標 18



①グローカルな視点（外務省・SDGs副教材）

19



20

国際連合広報局
資料より作成

②多角的・関連的アプローチ（海洋教育）

海洋教育



③行動の変革へ （外務省・SDGs副教材）

21外務省・日本ユニセフ協会作成



ESD for 2030を進めるポイント

1. 持続不可能な諸課題は、海外だけではなく国内や地域に
も存在することを意識させる。

2. それらの課題は、SDGsと一対一対応ではなく、複雑に
絡んでいることを地域の課題に即して認識させる。

3. それらの諸課題を理解するだけの学習ではなく、その課
題解決向けて地域から世界への行動を促す。

4. 学校教育のみではなく、社会教育や企業、市民レベルで
の人材育成を通して生涯にわたって探究を喚起する。

⇒Education of SDGsからEducation for SDGs(2030)へ
22



ESDとこれからの教育

～持続可能な社会の創り手の育成～



新学習指導要領とESD：前文抜粋

• これからの学校には，（中略）一人一人の児童が，自分のよさや可
能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重
し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな
人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができるように
すること（＝ESD※筆者挿入）が求められる。このために必要な教育
の在り方を具体化するのが，各学校において教育の内容等を組織的か
つ計画的に組み立てた教育課程である。

• 教育課程を通して，これからの時代に求められる教育を実現してい
くためには，よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理
念を学校と社会とが共有し，それぞれの学校において，必要な学習内
容をどのように学び，どのような資質・能力を身に付けられるように
するのかを教育課程において明確にしながら，社会との連携及び協働
によりその実現を図っていくという，社会に開かれた教育課程の実現
が重要となる。（新学習指導要領案前文）



「持続可能な社会の創り手」に生きる力を育む
「ESD的価値観と行動」
ESDの学びを通じて多様
性を尊重する態度や協働
する力，主体的に持続可
能な社会づくりに向けた
態度や価値観等を育む。

「ESD的探究・問題解決」
ESDの探究・問題解決プロセス
での問題を発見する能力や，批
判的，体系的，包括的な思考力
等の育成と，様々な場面に応じ
た判断力や意思決定能力の育成，
協働的な学びの中でのコミュニ
ケーション力や表現力の育成

「ESD的知識・技能」
ESDによる体験と関わ
り，探究や問題解決等の
活動を重視した実感的か
つ体系的な理解の促進と，
観察や実験，探究等の実
践的な技能の習得

持続可能な開発
のための教育
（ESD）

文部科学省・中等教育資料 1月号「論説：ESDと今後の学校教育の在り方」（及川）より



学習指導要領改訂の方向性とESD

平成 28 年８月１日
「中 央 教 育 審 議 会
教育課程企画特別部会

資料」より作成

内容 方法

目標
学習指導要領
の基盤となる
理念＝ESD

資質・能力



ESDで育む資質・能力・態度

27

新学習指導要領 ESDで育む能力態度
※国立政策研究所

ESDで育みたい力
※日本ユネスコ国内委員会

◇実際の社会や生活の中で生きて働く
「知識及び技能」
※何を理解しているか、何ができるか

④ コミュニケーションを行う力（技能面） ○コミュニケーション能力（技能面）
○データや情報の分析能力

◇未知の状況にも対応できる「思考力，
判断力，表現力等」

※理解していること、できることをどう使
うか

①批判的に考える力
②未来像を予測して計画を立てる力
③多面的・総合的に考える力
④ コミュニケーションを行う力（表現面）

○体系的な思考力（問題や現象の背
景の理解、多面的かつ総合的なもの
の見方）
○代替案の思考力（批判力）
○コミュニケーション能力（表現面）

◇学んだことを人生や社会に生かそう
とする「学びに向かう力，人間力等」

※どのように社会・世界とかかわりより
よい人生を送るか

⑤他者と協力する力
⑥つながりを尊重する態度
⑦進んで参加する態度

○持続可能な開発に関する価値観

（人間の尊重、多様性の尊重、非排
他性、機会均等、環境の尊重等）
○リーダーシップの向上

探
究

行
動

★持続可能な開発を促進するために
必要な知識及び技能の習得（追加）

★持続可能な開発を促進するために
必要な知識及び技能の習得（追加）

★持続可能な開発を促進するために
必要な知識及び技能の習得（追加）

知
識
・技
能 体

験
・
交
流
・
発
信



福岡・大牟田へ（ESDストーリーマップ・吉野小学校）

ESDで身に付けさせたい能力・態度を育む活動

（吉野小学校発表資料より）



1. ESD の教育的意義⇒E（教育）とSD（地域創生）の融合

2. 学習指導要領とESD⇒基盤となる理念としてのESD

3. ESD による教育の改善⇒学習スタイル変革と資質/能力育成

4. 社会に開かれた教育課程を実現するESD⇒地域連携・協働

5. 社会の創り手を育てる教育⇒SDGsと地域づくりへの貢献

6. 今後の教育の方向性⇒「自己実現」から「共生・共創」へ

持続可能な社会を目指す今後の教育ビジョン

ESD/SDGsと新学習指導要領の方向性

29
文部科学省・中等教育資料「特集／持続可能な社会づくりに資する学校教育」 論説「ESDと今後の学校教育の在り方」（及川幸彦）より



持続可能な地域を創る
ESD for 2030の実践

持続可能な地域の創造をめざすESD

30



大牟田版SDGs ver.2～①地域に根差したSDGs

地域の文脈に即し、地域の課題に向き合うSDGs

31 出典：大牟田市教育委員会



大牟田版SDGs Ver.2～②重点的な取組

32

on
ESDRCE

出典：大牟田市教育委員会



大牟田版SDGs ver.2～③ゴールを連関した取組
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出典：大牟田市教育委員会



大牟田のESD for SDGsの可能性
持続可能な大牟田を創るESD for SDGsへの挑戦

34

大牟田市によるSDGsの達成を目指したＥＳＤの推進
「RCE」及び「SDGs未来都市」大牟田としてESDを進めていく中で、自分
たちの様々な活動が、国際的に整理された目標であるSDGsの各目標にどの
ように貢献しているのかを考えながら持続可能な大牟田の街づくりを目指す。

① ＳＤＧｓの視点で、自分自身のＥＳＤの活動に新たな意義や価値付けを
行い、ＥＳＤの活動の目標を明確にする。

② 人類共通のグローバル目標であるＳＤＧｓを意識してＥＳＤの活動に取
り組むことは、地域に根差した身近な活動が世界につながることであり、
地球規模の課題解決に貢献することを認識する。

SDGsを見据えつつ、学校や地域で足元の課題解決を大切にESDを推進

Think Globally, Act Locally‼



令和２年7月豪雨災害の大牟田の被害状況
豪雨によるみなと小学校の被災（7月6日）

35７月６日夜 「冠水した校長室」

７月６日夕方 冠水し始める。水かさが
増す

７月６日夕方 短時間で冠水、正門
近くの道路から車が流されてきた

７月６日夜 学校付近は停電で真っ暗

大牟田市教育
委員会提供

７月６日夕方 冠水し停電した１年生教室

７月６日夜 児童の靴箱、冠水し散乱



翌日のみなと小の児童の救出（7月7日）

36

自衛隊により児童・教職員が救助される

大牟田市教育
委員会提供

福岡県警察に児童・住民が救助される



みなと小学校の再開（7月13日）

７月１３日 正面玄関の支援者や地域の方
へのメッセージ

７月１３日 １週間ぶりの学校再開。元気に
子どもたちが登校するのを校長が出迎える

37

大牟田市教育
委員会提供



自然災害への対応と復興で
生きるSDGs/ESD

自然災害の危機対応と復興に貢献する

SDGs/ESD

../../Videos/東日本大震災動画.wmv


東日本大震災の被害状況（全体）
Damage of East Japan Earthquake and Tsunami

１ 発 生

２ 被害（26年9月1日現在※消防庁）

日 時 2011年３月11日（金） 14時46分

深 さ 約24km（暫定値）

規 模 マグニチュード9.0

震 度 ７（宮城県・栗原市）

特 徴 海溝型 津波による被害、原発事故

死 者 19,074人

行方不明者 2,633人

負傷者 6,219人

全・半壊棟数 400,629棟

旧石巻市立大川小学校

宮城県南三陸町

宮城県仙台平野

岩手県宮古市
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■事業所数 ４,１０２事業所

うち被災事業所数（概数） ３,３１４事業所

■従業者数 ３０,２３２人

うち被災従業員数（概数） ２５,２３６人

※注1）事業者数と従業員数は平成21 年経済センサス基礎調査区別集計による
※注2）被災事業所数等は、津波の浸水による直接的な被害の規模を推し量る目安

として、航空写真・衛星画像等から総務省が平成23 年度に推定したもの

８０．７％

８３．５％

気仙沼市の被災状況 気仙沼市秘書広報課作成



防災教育で育む力と新学習指導要領の資質・能力

ESDの視点からの防災力（及川） 新学習指導要領(H29/30年度改訂）

基盤：持続可能な社会の構築に関する価値観(人間尊重，多様性尊重，非排他性等）

防災/減災教育で育む能力・態度



持続可能なプロセスとしてのESD/減災教育
DRRE as Learning Process toward SD

段
階
Stage

Step 1

災害発生の仕組

Mechanism

Step 2

災害の社会や環境への
影響

Linkage

Step 3

災害リスク軽減への対応
と準備

Action

Step 4

被災からの復興

持続可能な社会

Recovery

能
力
Ability

知識・理解

Knowledge & Awareness 

for Mechanism

関係性の認識力

Recognition of Influence 

& Relation

備え・対応の行動力

Action for Response & 

Preparedness for Mitigation

協働性と創造力

Creativity and 

Collaboration for 

Recovery & BBB

学
習
内
容
Content

気候変動や災害の種類
や発生のメカニズムを科
学的・客観的に理解する
Mechanism of disaster

気候変動と災害が人間
生活や環境、文化にど
のような影響を与えるか
を認識する
Influence on society & life

気候変動がもたらす災害
のリスクを軽減するため
の準備や対応の仕方を
理解し実践する
Mitigation and Adaptation

災害による被災からの
創造的復興(BBB)に向
けたプロセスや貢献の
あり方を学ぶ
Recovery process

ESD
科学的理論 Scientific

環境的要因 Environmental

社会/経済的要因Socio-Economic

社会的影響 Social

経済的影響 Economic

文化的影響 Cultural

インフラ Infrastructure

組織力 Management

知恵・スキル Wisdom, Skill

経済的復興Economic

文化的復興 Cultural

精神的復興 Spiritual



防災・減災のために必要なネットワーク
ESDで構築する共助・公助、そしてN助

自助Self-help

判断力Decision Making

共助Mutual-help

協働Collaboration

公助Public-help

組織力Governance

自分の身を守る力

共に助け合う力 行政との連携

N助Network-help

Self-help/Mutual-help/Public-help + Network-help = ESD-help

自助､共助､公助＋N助よる防災・減災・復興
43



コロナ禍で生きるSDGs/ESD

Withコロナの中でのSDGs/ESDの推進

../../Videos/東日本大震災動画.wmv


コロナ禍とSDGs/ESD

1.コロナ禍は、持続可能な社会の達成の試練である。

2.コロナ禍の克服は、SDGsの目標（Goal 3)であり、
ESDのテーマともなる。

3.コロナ禍の下で、価値観やライフスタイル（新たな
日常）の転換が求められる。

4.コロナ禍の環境下での、ESD for SDGsの新たな推進
方法や学び方を模索しなければならない。

⇒コロナ禍でも、“誰一人取り残さない”社会の実現を
45



1. 授業時（日）数の制約⇒限られた時間でのESDの実践

2. 体験的活動の制約⇒実感的・体感的学習の内容と質の革新

3. 探究・問題解決学習の制約⇒学習者主体・参画型の学びに

4. 直接的コミュニケーションの制約⇒交流・つながりの創出

5. 地域・社会との連携の制約⇒地域・社会に開かれた教育課程

6. 社会参画への制約⇒コロナ禍での地域創生の貢献の在り方

⇒コロナ禍でのESDによるSDGsの価値観や行動の変容

コロナ禍で求められるESD の推進
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コロナ感染拡大防止のポイント

大牟田市教委のコロナ対応からの教訓

1. コロナ・パンデミックに関する情報を、市長、教育委員、市議会、
学校、教師、学生、保護者と正確かつ迅速に共有する。

2. コロナ感染の予防に対する教育的対応の原則と方針をできるだ
け早く示す。

3. BOE、校長、教師、保護者の役割分担を明確にする。

4. 根拠に基づいて、対応の意思決定プロセスを可視化する。

5. 疫学に関する専門家の知識とアドバイスを、コロナ感染予防の
意思決定と対応に取り入れる。

➡コロナ感染拡大への対応は、災害危機対応と本質的に共通47



持続可能な社会の構築のプロセス

48

持続可能な社会の実現 アジェンダ
21

ESD

SDGs

コロナ禍での教
育・人材育成

コロナとの共生
と新たな日常

コロナ禍でも誰も
取り残さない世界



おわりに：あらためて持続可能な社会を考える

「美ら海」の恵みを生かしたESD



森・川・海の生態系をつないだESD

世界自然遺産登録候補地「西表島」



地域の歴史や伝統・文化・暮らしを生かしたESD

黒島・豊年祭（竹富町ホームページより）

由布島・水牛車 竹富島の伝統的な家屋

西表島・干立地区の節祭

西表島・忘勿石


